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【背景】
当院の臨床工学技士（以下、技士）は、

①透析室での患者管理・機械保守管理

②バスキュラーアクセス（以下、ＶＡ）外来での、VA評価・治療

に携わっている。



【背景：その１】
＜ＶＡ外来＞

①超音波診断装置（以下、エコー）とＣアームによる検査

②ＶＡＩＶＴやＶＡ手術の補助業務

技士医師



【背景：その２】
＜透析室＞

①穿刺困難患者の受け入れ
（※通常臨時透析も受け入れています）

②エコー下穿刺

③維持患者におけるＶＡ管理

臨床工学技士を中心としたＶＡ管理



当院技士におけるエコー活用の
現状と役割を報告する。

【目的】



【対象】
臨床工学技士8名：（男性7名、女性1名）

【方法】
2014年1月～2015年12月（24ヵ月間）における外来・透析室での

エコー関連業務の実績を集計

①エコー下穿刺回数（維持透析患者）

②ＶＡレポート作成件数（外来受診紹介患者＋維持透析患者）

③ＶＡエコー件数（同上）

④手術での補助件数（全手術患者）

⑤ＰＴＡ介助件数（全VAIVT施行患者）



【結果①】エコー下穿刺実施率

0.7%

2.3%

4.6%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

4.0%

4.5%

5.0%

2013年 2014年 2015年

203/29984回

675/29824回

1244/27333回

実施率＝エコー下穿刺実施回数／総穿刺回数



14

3

4

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

2014年 2015年

外来患者 維持患者

【結果②】ＶＡレポート作成件数
18件

3件

周辺紹介施設のエコー導入
（エコーの普及）が穿刺困難
症例（VAレポート依頼）の減
少の要因と思われる。



【結果③】ＶＡエコー件数
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【結果④】手術件数

2014年：20%→2015年：64%と技士の手術介入・補助が増加
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カテーテル関連

VA手術中の血流管理

【結果④】2015年における手術での介入・補助
（１０３件の内訳）

エコーや造影での
カテ挿入確認

術中エコーを実施しながら
術野で血流を調整



【結果⑤】ＰＴＡ件数
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＜技士のエコー業務＞

透析室：エコー下穿刺・ＶＡエコー

ＶＡ外来：ＶＡエコー

手術室：術中エコー

すべてのＶＡ関連業務に携わることで、技士とし
ての視野が広がりＶＡ管理やチーム医療を機能
的に取り組むことができている。

【考察①】



透析患者に最も接する技士のレベルアップが
ＶＡ管理の質向上に寄与している。
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【考察②】



【結語】

当院では、臨床工学技士が多く
のＶＡ管理業務を担っている。
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